





























　　　　講演 1 赤木 明登（塗師）
　　　　講演 2 木村 宗慎（茶道家、芳心会主宰）






















































ホテルの設計に取り組みはじめている頃、昭和 5 年（1930 年）に
イタリアはローマで横山大観や川合玉堂が中心になりキューレー
ションを行った日本画展が開催され、そのシンプルな素の美は大反
































































































































































































































































































































































































































































































れていますが、1 年間に 365 日菓子と器をかえて解説した『一日一













































































100% 嘘ではないので、悲しいです。僕は 14 歳から稽古を始めて、





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1929 年に、『工藝美論』として書籍化されます。さらにその 5 年後、
1934 年に、修正が施されて『美と工藝』としてあらたに刊行され、



























































































































































































































































































































































































































































赤木 : 僕自身のお茶の体験をお話すると、18 歳で大学に入ってお茶
を習い始めて、最初は宗慎さんと同じ裏千家でした。その時、おば























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































シ ン ポ ジ ウ ム 講 師 ご 紹 介
PROFILE
講師プロフィー ル




























































〒 663-8121　兵庫県西宮市戸崎町 1 番 13号
阪神間ルネッサンスのために
ここで、「阪神間文化」の生活美学的実験を。
　生活美学研究所が居をかまえる甲子園会館（旧甲子園ホテル）
は、武庫の流れをのぞみ、ゆたかな緑につつまれて、文化的環
境デザインの実験場であった。
　世界各地から人士が集い、ゆるりとホテルで憩いながら、多
彩な議論をかわす理想郷であった。
　この環境は、さきのいくさによって一度は失われたものの、
今ふたたび甦りつつある。ここに新たな「生活美学」の視点か
ら、阪神間に住まう人士とともに、しずかなる実験の一歩をし
るしたい。
2016.11.30　MIE  （MDC）
